
(57)【要約】

　本発明は、透過モードと反射モードにおいて、色点お

よび白色点のバランスが改良され、最適化された、半透

明型カラー液晶ディスプレイに関する。本発明では、選

定色のサブ画素の光吸収度を意図的に増加させることを

基本としている。光吸収度は、半透明板（800）上のサ

ブ画素レベルの光吸収部分（803）の増加によって増大

し、これにより、サブ画素の全体的な反射性および／ま

たは透過性が低下する。本発明のように光吸収度を選定

することと、異なる厚さを有するカラーフィルタおよび

／またはピンホールカラーフィルタの使用とを組み合わ

せても良い。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
　 各 々 が 異 な る 色 に 対 応 す る サ ブ 画 素 を 有 す る 複 数 の 画 素 と 、
　 前 記 サ ブ 画 素 に 対 応 す る よ う に パ タ ー ン 化 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ と 、
　 当 該 デ ィ ス プ レ イ の 対 応 す る サ ブ 画 素 に 対 し て 整 列 さ れ た サ ブ 画 素 部 分 を 有 し 、 光 吸 収
手 段 を 有 す る 半 透 明 板 と 、
　 を 有 し 、
　 異 な る 色 に 対 応 す る サ ブ 画 素 部 分 は 、 相 互 に 異 な る 光 吸 収 比 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 半 透 明 板 は 、 少 な く と も 一 つ の 色 に 対 応 す る サ ブ 画 素 部 分 に 配 置 さ れ た 、 光 吸 収 部
分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 サ ブ 画 素 を 相 互 に 分 離 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 有 し 、
　 該 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 、 前 記 半 透 明 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 光 吸 収 部 分 と 同 じ 材 料 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 サ ブ 画 素 部 分 は 、 透 過 性 部 分 お よ び 反 射 性 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に
記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 と 反 射 性 部 分 の 面 積 比 は 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素 間 で は 異 な っ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 に 対 応 す る 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 第 1の 部 分 は 、 前 記 半 透 明
板 の 反 射 性 部 分 に 対 応 す る 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 第 2の 部 分 よ り も 強 い カ ラ ー フ ィ ル タ 効
果 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ お よ び 前 記 半 透 明 板 は 、 相 互 に 直 接 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記
カ ラ ー フ ィ ル タ の 前 記 第 1の 部 分 は 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 前 記 第 2の 部 分 よ り も 厚 く な っ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 6に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 反 射 性 部 分 に 対 応 す る 部 分 で の 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 前 記 厚 さ は 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素
間 で は 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 前 記 半 透 明 板 の 前 記 反 射 性 部 分 の 一 部 に 対 応 す る よ う に 配 置 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 改 良 さ れ た 彩 度 お よ び 白 色 点 精 度 を 有 す る 半 透 明 型 液 晶 カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ラ ッ ト パ ネ ル 型 デ ィ ス プ レ イ は 、 急 速 に 成 長 を 続 け て い る 技 術 分 野 で あ る 。 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ は 、 最 も 普 及 し て い る 例 の 一 つ で あ り 、 現 在 こ れ ら の デ ィ ス プ レ イ で は 、 急 速 に
開 発 が 進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ LCD） に は 、 周 囲 光 に よ っ て 照 射 さ れ る 反 射 特 性 、 お よ び
内 部 バ ッ ク ラ イ ト 配 置 に よ っ て 照 射 さ れ る 透 過 特 性 を 得 る こ と が で き る と い う 特 徴 が あ る
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。 そ の よ う な デ ィ ス プ レ イ に は 、 そ れ ら の デ ィ ス プ レ イ は 、 明 る い 白 昼 光 の 下 で も 暗 い 環
境 下 で も 、 高 い 可 読 性 を 示 す と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 半 透 明 特 性 は 、 液 晶 層 と バ ッ ク ラ イ ト の 間 に 配 置 さ れ る 半 透 明 板 に よ っ て 提 供 さ れ る 。
最 も 一 般 的 な 半 透 明 板 は 、 い わ ゆ る 「 ホ ― ル イ ン ミ ラ ー 」 型 の 半 透 明 板 で あ り 、 こ の 半 透
明 板 は 、 基 本 的 に は 、 反 射 性 部 分 お よ び 透 過 性 部 分 （ す な わ ち ホ ー ル ） を 有 す る 開 孔 ミ ラ
ー で あ る 。 通 常 、 半 透 明 板 は 、 そ れ ら の 反 射 ／ 透 過 性 に よ っ て 分 類 さ れ 、 例 え ば 90／ 10半
透 明 板 は 、 90％ の 反 射 性 表 面 と 、 10％ の 透 過 性 表 面 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ は 、 バ ッ ク ラ イ ト を オ フ に し た 純 粋 な 反 射 モ ー ド 、 ま た
は バ ッ ク ラ イ ト を オ ン に し た 透 過 モ ー ド の い ず れ か で 駆 動 す る こ と が で き る 。 し か し な が
ら 、 バ ッ ク ラ イ ト が オ ン の と き で あ っ て も 、 周 囲 光 が 使 用 さ れ る 場 合 が あ る 。 そ の よ う な
場 合 、 透 過 光 と 反 射 光 の 組 み 合 わ せ が 使 用 さ れ 、 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 大 部 分 の 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 フ ル カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ で あ り 、 従 っ て カ ラ ー
フ ィ ル タ を 有 す る 。 通 常 の 場 合 、 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 パ タ ー ン 化 RGBフ ィ ル タ （ 赤 、 緑 お
よ び 青 ） で あ り 、 カ ラ ー パ タ ー ン は 、 液 晶 素 子 内 の サ ブ 画 素 配 置 に 対 応 す る 。 RGBフ ィ ル
タ は 、 そ れ ら の フ ィ ル タ が 、 一 つ の 色 （ 赤 、 緑 ま た は 青 ） の み を 透 過 し 、 残 り の 色 を 吸 収
す る よ う に 追 加 さ れ る 。 こ の た め 、 2つ ま た は 3つ の サ ブ 画 素 か ら の 光 の 組 み 合 わ せ （ 追 加
） に よ っ て 、 色 調 が 形 成 さ れ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 全 て の 3色 を 混 合 す る と 、 白 色 光 が
形 成 さ れ る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ の 吸 収 性 能 の た め 、 フ ル カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 輝 度
は 大 き な 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ は 、 液 晶 層 （ LC層 ） 、 カ ラ ー フ ィ ル タ お よ び 半 透 明 板 を
用 い て 配 置 さ れ る 。 デ ィ ス プ レ イ に 照 射 さ れ 、 LC層 お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 過 し て 進 行
す る 周 囲 光 （ 半 透 明 板 を 通 過 す る 光 の 割 合 を 除 く ） は 、 半 透 明 板 に よ っ て 反 射 さ れ 、 LC層
お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 っ て 逆 向 き に 戻 る 。 透 過 モ ー ド で は 、 光 は 、 バ ッ ク ラ イ ト で 生
じ 、 ま ず 半 透 明 板 を 通 っ て 進 行 し （ す な わ ち 、 半 透 明 板 に よ っ て 反 射 さ れ な か っ た 光 の 割
合 ） 、 次 に LC層 お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 過 す る 。 実 際 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト で 生 じ た 光 は
、 1回 だ け カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 過 し 、 反 射 体 で 反 射 さ れ た 周 囲 光 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 2回
通 過 す る た め 、 高 い フ ィ ル タ 効 果 が 得 ら れ 、 高 い 飽 和 色 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の た め 、 通 常 の 場 合 、 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ の 彩 度 は 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド の 間
で 異 な る こ と に な る 。 さ ら に 、 通 常 反 射 モ ー ド で 取 り 入 れ ら れ る 周 囲 光 の 色 ス ペ ク ト ル は
、 透 過 モ ー ド で 取 り 入 れ ら れ る バ ッ ク ラ イ ト の 色 ス ペ ク ト ル と は 異 な る た め 、 こ の 問 題 は
、 さ ら に 助 長 さ れ る 。 色 の 差 が 生 じ る こ と に よ っ て 、 駆 動 モ ー ド 間 の 平 滑 な 移 行 が 難 し く
な り 、 平 滑 な 移 行 が 不 可 能 と な る 場 合 も あ る 。 ま た 、 通 常 白 色 点 （ す な わ り 、 最 も 白 色 に
近 い 光 の 知 覚 色 と 強 度 ） は 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド の 間 で 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 サ ブ 画 素 が 限 ら れ た コ ン ト ラ ス ト を 有 す る と い う こ と に よ り 、 色 バ ラ ン ス の 問 題 は 、 さ
ら に 複 雑 な も の と な る 。 換 言 す れ ば 、 サ ブ 画 素 を 完 全 に オ フ に す る こ と が で き な く な る 。
従 っ て 、 限 ら れ た コ ン ト ラ ス ト は 、 彩 度 を 低 下 さ せ 、 例 え ば 、 最 も 赤 い 色 調 が 、 あ る 量 の
緑 お よ び 青 の 光 に よ っ て 劣 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の た め 、 半 透 明 お よ び 反 射 駆 動 モ ー ド で の 色 飽 和 お よ び 白 色 点 を 向 上 さ せ 、 バ ラ ン ス
化 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 問 題 を 軽 減 す る 一 つ の 方 法 は 、 半 透 明 板 の 反 射 部 分 を 完 全 に は 被 覆 し な い カ ラ ー フ
ィ ル タ （ い わ ゆ る ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ ） を 使 用 す る こ と で あ る 。 そ の よ う な 解 決 策
は 、 例 え ば 欧 州 特 許 第 1279996A2号 に 示 さ れ て い る 。 実 際 に は 、 各 サ ブ 画 素 に お い て 、 反

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-525709 A 2007.9.6



射 光 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 2回 通 過 し た フ ィ ル タ 部 と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 一 度 も 通 過 し て
い な い 未 フ ィ ル タ 化 部 と で 構 成 さ れ る 。 反 射 光 に 未 フ ィ ル タ 化 光 を 付 加 す る と 、 飽 和 度 が
低 下 す る た め 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 被 覆 率 の 適 当 な 選 定 に よ っ て 、 こ の 飽 和 度 を 透 過 光 の 飽 和
度 と バ ラ ン ス 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 別 の 方 法 は 、 透 過 部 分 と 反 射 部 分 に お い て 、 厚 さ の 異 な る カ ラ ー フ ィ ル タ （ い わ ゆ る MT
構 造 ） を 使 用 す る も の で あ る 。 簡 単 に 言 え ば 、 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 に 相 当 す る 領 域 に お
い て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ を 2倍 に す る こ と に よ り 、 周 囲 光 と 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら 生 じ
る 光 と が 、 同 じ 距 離 だ け 進 行 す る よ う に な る 。 そ の よ う な 解 決 策 は 、 例 え ば 欧 州 特 許 第 12
79966号 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 透 過 モ ー ド お よ び 反 射 モ ー ド で の 白 色 点 の バ ラ ン ス 化 の た め 使 用 さ れ る さ ら に 別 の 方 策
は 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素 に 異 な る 反 射 ／ 透 過 比 を 適 用 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 透 過 性 白
色 点 は 、 僅 か に 黄 色 み が か っ て お り 、 反 射 性 白 色 点 は 、 僅 か に 青 み が か っ て い る 場 合 、 青
の サ ブ 画 素 の 反 射 ／ 透 過 比 が 抑 制 さ れ る （ す な わ ち 透 過 性 部 分 が 増 大 す る ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 第 1279996号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し な が ら 、 一 方 で 白 色 点 の バ ラ ン ス 化 お よ び 改 良 を 行 い 、 他 方 で 彩 度 の バ ラ ン ス 化
お よ び 改 良 を 行 う こ と は 、 相 互 に 関 係 は あ る も の の 、 2つ の 別 の 問 題 で あ る 。 従 っ て 、 あ
る 特 徴 を 最 適 化 し た 場 合 、 他 の 特 徴 が 低 下 す る こ と が 生 じ や す い 。 こ の よ う に 、 全 て の デ
ィ ス プ レ イ 特 性 を 完 全 に 最 適 化 す る た め 、 自 由 に 調 整 す る こ と が 可 能 な 独 立 パ ラ メ ー タ の
形 の 、 高 い 自 由 度 が 必 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 現 在 利 用 可 能 な 方 策 で は 、 こ の 要 求 に 合 致 さ せ る こ と は で き な い 。 従 っ て 、 本 発 明 の 課
題 は 、 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 彩 度 お よ び 白 色 点 を 最 適 化 し 、 バ ラ ン ス 化 す
る た め の 別 の 方 策 を 提 供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 一 般 的 な 要 望 と し て 、 実 質 的 に 余 分 な い
か な る コ ス ト も 生 じ な い よ う に 、 最 適 化 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 で は 、 前 述 の 要 求 を 満 足 さ せ る 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す
る こ と を 課 題 と し て い る 。 こ の 課 題 は 、 請 求 項 1に 記 載 の 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ に よ っ て
達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の あ る 態 様 で は 、 複 数 の 別 の 色 の サ ブ 画 素 に 一 致 す る よ う パ タ ー ン 化
さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ と 、 対 応 す る サ ブ 画 素 に 対 し て 整 列 さ れ た サ ブ 画 素 部 分 を 有 す る 半
透 明 板 と 、 を 有 す る 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ が 提 供 さ れ る 。 半 透 明 板 に お い て 、 異 な る 色 に
対 応 す る サ ブ 画 素 部 分 で は 、 光 吸 収 比 が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 通 常 1ま た は 2以 上 の 半
透 明 板 の サ ブ 画 素 部 分 は 、 他 の 半 透 明 板 サ ブ 画 素 部 分 に 比 べ て 、 よ り 多 く の 光 を 吸 収 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の こ の 態 様 に よ る 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ で は 、 半 透 明 板 は 、 異 な る 色 に
対 応 す る サ ブ 画 素 に 従 っ て 、 局 部 的 に 変 化 す る 光 吸 収 度 を 有 す る 。 実 際 に は 、 個 々 の 色 の
輝 度 は 、 白 色 点 が バ ラ ン ス 化 さ れ る よ う に （ す な わ ち 、 異 な る サ ブ 画 素 の 色 の 間 で バ ラ ン
ス 化 さ れ る よ う に ） 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 当 然 の こ と な が ら 、 全 て の 材 料 は 、 あ る 程 度 の 光 を 吸 収 す る 。 こ の 固 有 の 吸 収 性 は 、 デ
ィ ス プ レ イ に は 好 ま し く は な く 、 デ ィ ス プ レ イ の 光 出 力 を 最 大 に す る た め 、 通 常 は 、 で き
る 限 り 低 い 吸 収 性 を 有 す る 材 料 が 選 定 さ れ る 。 一 方 、 本 発 明 で は 、 半 透 明 板 に 光 吸 収 手 段
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を 導 入 す る こ と に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ の 1ま た は 2以 上 の 原 色 に 対 応 す る サ ブ 画 素 の 光 吸 収
性 を 意 図 的 に 増 大 さ せ る こ と を 基 本 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 透 過 性 部 分 ま た は 反 射 性 部 分 の 光 吸 収 度 は 、 調 整 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 多 く の 異
な る 方 法 に よ っ て 可 能 と な る 。 光 吸 収 度 を 向 上 さ せ る 一 つ の 方 法 は 、 半 透 明 コ ー テ ィ ン グ
に よ っ て 、 反 射 性 お よ び ／ ま た は 透 過 性 部 分 を 局 部 的 に 被 覆 す る こ と で あ る 。 こ れ は 、 例
え ば 印 刷 技 術 を 用 い る こ と に よ り 、 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 た だ し 、 半 透 明 板 を パ タ ー ン 化 す る 別 の 方 法 に よ っ て 、 対 応 す る サ ブ 画 素 の 一 部 分 だ け
を 実 質 的 に 光 吸 収 性 に し て も 良 い 。 例 え ば 、 反 射 性 を 抑 制 す る 必 要 が あ る サ ブ 画 素 に お い
て 、 逆 に 、 残 り の 反 射 性 部 分 の 一 部 を 、 実 質 的 に 光 吸 収 性 に し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 そ の
よ う な サ ブ 画 素 で は 、 非 透 過 性 領 域 の 全 体 の 反 射 性 は 、 吸 収 部 分 の 寸 法 に 比 例 し て 低 下 す
る 。 こ の よ う に 、 あ る 実 施 例 で は 、 半 透 明 板 は 、 光 吸 収 性 部 分 を 有 し 、 こ の 部 分 は 、 少 な
く と も 一 つ の 色 の サ ブ 画 素 に 配 置 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 適 用 上 多 く の 利 点 を 有 す る 。 一 つ
の 利 点 は 、 反 射 性 部 分 と 吸 収 性 部 分 の 面 積 比 を 選 択 す る こ と に よ り 、 反 射 性 を 正 確 に 制 御
す る こ と が で き る こ と で あ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 こ の 実 施 例 を 利 用 す る 別 の 方 法 で は 、
残 り の 透 過 性 部 分 に 、 光 吸 収 性 材 料 を 配 置 す る こ と に よ り 、 透 過 性 を 制 御 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 通 常 の 場 合 、 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ は 、 サ ブ 画 素 を 相 互 に 分 離 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
を 有 す る 。 通 常 こ の マ ト リ ク ス は 、 光 吸 収 性 材 料 の 格 子 で あ り 、 半 透 明 板 上 に 配 置 さ れ る
。 こ の マ ト リ ク ス は 、 少 な く と も 2つ の 目 的 で 提 供 さ れ 、 一 つ は 、 こ の マ ト リ ク ス に よ っ
て 、 サ ブ 画 素 の 色 を 明 確 に 分 離 し 、 光 ク ロ ス ト ー ク を 抑 制 す る こ と 、 も う 一 つ は 、 こ の マ
ト リ ク ス に よ っ て 、 反 射 コ ン ト ラ ス ト を 高 め る こ と で あ る 。 デ ィ ス プ レ イ が 半 透 明 板 上 に
配 置 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 担 持 す る 場 合 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 材 料 も ま た 、 よ り 高
い 光 吸 収 度 を 有 す る 必 要 の あ る サ ブ 画 素 の 一 部 を 被 覆 す る 。 実 際 に は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク
ス の 光 吸 収 度 を 高 め る 場 合 、 同 じ 材 料 お よ び 同 じ 製 造 ス テ ッ プ が 採 用 さ れ 、 こ れ に よ り 製
造 工 程 が 単 純 化 さ れ る 。 こ の よ う に 、 あ る 実 施 例 で は 、 デ ィ ス プ レ イ は 、 さ ら に 、 ブ ラ ッ
ク マ ト リ ク ス を 有 し 、 こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 、 サ ブ 画 素 を 相 互 に 分 離 し 、 前 記 半 透 明
板 上 に 、 高 い 光 吸 収 度 を 有 す る サ ブ 画 素 の 吸 収 性 部 分 と 同 じ 材 料 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 に お い て 、 「 色 点 」 と い う 概 念 は 、 各 色 の 輝 度 お よ び 飽 和 度 を 示 す パ ラ メ ー タ と し
て 使 用 さ れ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 高 い 飽 和 度 と は 、 光 ス ペ ク ト ル が 所 望 の 波 長 の み を 有
す る と い う 意 味 に お い て 、 色 が 「 純 粋 」 で あ る こ と を 表 し 、 低 い 飽 和 度 と は 、 光 ス ペ ク ト
ル が 知 覚 色 を 劣 化 さ せ る 好 ま し く な い 波 長 を 有 す る こ と を 表 す 。 本 願 で は 、 「 白 色 点 」 と
い う 概 念 は 、 デ ィ ス プ レ イ に お い て 得 ら れ る 最 も 白 い 色 の 輝 度 お よ び 白 色 度 を 表 す 場 合 と
同 様 の 意 味 で 使 用 さ れ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 白 色 点 は 、 相 互 に 白 色 光 を 形 成 す る 複 数 の
色 の 色 点 の 一 次 関 数 で あ る （ 例 え ば 、 RGBカ ラ ー フ ィ ル タ の 場 合 、 赤 、 緑 、 お よ び 青 の 色
点 の 組 み 合 わ せ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 本 発 明 は 、 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 白 色 点 お よ び 色 点 を 調 整 す る 新 し い
方 策 を 提 供 す る 。 た だ し 、 前 述 の よ う に 、 半 透 明 お よ び 反 射 モ ー ド で は 、 色 点 と 白 色 点 の
間 に 複 雑 な 相 互 関 係 が 存 在 す る 。 各 色 点 ／ 白 色 点 は 、 彩 度 お よ び 白 色 度 を 向 上 す る た め に
最 適 化 さ れ る の み な ら ず 、 透 過 お よ び 反 射 モ ー ド を バ ラ ン ス 化 し て 、 異 な る 駆 動 モ ー ド 間
で の 平 滑 な 移 行 な ら び に 組 み 合 わ せ を 可 能 に す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 異 な る 色 の サ ブ 画
素 の 反 射 性 を 選 択 す る こ と に 、 デ ィ ス プ レ イ 特 性 を 向 上 さ せ る 他 の 方 策 を 組 み 合 わ せ る こ
と が 有 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 あ る 実 施 例 で は 、 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 と 反 射 性 部 分 の 間 の 面 積 比 は 、 異
な る 色 の サ ブ 画 素 間 で 異 な っ て い る 。 実 際 に は 、 反 射 ／ 透 過 比 は 、 各 色 の サ ブ 画 素 に 対 し

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-525709 A 2007.9.6



て 、 個 別 に 調 節 さ れ る 。 例 え ば 、 透 過 モ ー ド に お い て 、 一 つ の 色 が 特 に 明 る い 場 合 、 反 射
／ 透 過 比 を 増 大 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 透 過 モ ー ド で の 輝 度 が 抑 制 さ れ る と 同 時 に 、 反 射 モ
ー ド で の 輝 度 が 増 大 す る 。 そ の よ う な 増 大 が 好 ま し く な い 場 合 、 こ の 増 大 は 、 本 発 明 に 係
る 対 応 す る サ ブ 画 素 の 反 射 性 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 相 殺 さ れ て も 良 い 。 こ の よ う に 、
反 射 ／ 透 過 比 の 調 整 と 、 非 透 過 性 半 透 明 板 部 分 の 反 射 性 の 調 整 と の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、
透 過 モ ー ド お よ び 反 射 モ ー ド で の 、 色 輝 度 の 同 時 最 適 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素 の 反 射 性 を 選 定 す る こ と と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 調 整 と を 組 み
合 わ せ て も 良 い 。 す な わ ち 、 あ る 実 施 例 で は 、 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 に 対 応 す る カ ラ ー フ
ィ ル タ の 部 分 は 、 半 透 明 板 の 反 射 性 部 分 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 部 分 に 比 べ て 、 よ り
強 い カ ラ ー フ ィ ル タ 効 果 を 有 す る 。 前 述 の よ う に 、 こ れ に よ り 、 反 射 モ ー ド と 透 過 モ ー ド
間 で の 彩 度 の バ ラ ン ス 化 が 容 易 と な る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ の 調 整 と 各 色 の サ ブ 画 素 の 反 射 性
の 調 整 と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 色 点 お よ び 白 色 点 を バ ラ ン ス 化 し 、 最 適 化 す る 別 の
方 策 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 異 な る フ ィ ル タ 化 密 度 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 し た 場 合 、 異 な る フ ィ ル
タ 化 効 果 が 得 ら れ る 。 た だ し 、 多 く の 用 途 に お い て は 、 代 わ り に 厚 さ の 異 な る フ ィ ル タ を
使 用 す る こ と が よ り 容 易 で あ る 。 こ の 場 合 、 通 常 、 よ り 強 い フ ィ ル タ 効 果 が 必 要 と な る 透
過 性 部 分 を 形 成 す る ホ ー ル が 、 余 分 な フ ィ ル タ の 厚 さ を 調 節 す る 空 洞 を 定 形 す る た め 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ が 直 接 半 透 明 板 上 に 配 置 さ れ る と い う 利 点 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 層
と 面 す る 外 側 の フ ィ ル タ 表 面 は 、 よ り 均 一 に な る 。 こ の よ う に 、 あ る 実 施 例 で は 、 カ ラ ー
フ ィ ル タ は 、 直 接 半 透 明 板 上 に 配 置 さ れ 、 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル
タ の 部 分 は 、 半 透 明 板 の 反 射 体 表 面 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 部 分 よ り 厚 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ 、 さ ら に は カ ラ ー フ ィ ル タ 効 果 は 、 異 な る 色 の 反 射 性 部 分
と は 異 な る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 あ る 実 施 例 で は 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素
間 で は 、 反 射 性 部 分 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 半 透 明 板 の 非 透 過 性 部 分 の 反 射 性 を 調 整 す る こ と に 、 ピ ン ホ ー ル カ
ラ ー フ ィ ル タ （ す な わ ち 、 ホ ー ル を 有 し 、 入 射 周 囲 光 の 全 体 を フ ィ ル タ 処 理 し な い カ ラ ー
フ ィ ル タ で あ っ て 、 フ ィ ル タ 処 理 さ れ た 光 と 未 フ ィ ル タ 処 理 光 と が 組 み 合 わ さ れ 、 彩 度 の
低 下 が 生 じ る フ ィ ル タ ） を 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 す な わ ち 、 あ る 実 施 例 で は 、 カ ラ ー フ ィ
ル タ は 、 そ の カ ラ ー フ ィ ル タ が 、 全 て に お い て で は な い が 、 反 射 体 表 面 の 一 部 と 対 応 す る
よ う に 配 置 さ れ る 。 全 体 的 に 吸 収 性 部 分 を 導 入 す る こ と に よ っ て 、 光 吸 収 度 が 調 整 さ れ る
場 合 、 吸 収 性 部 分 に お け る カ ラ ー フ ィ ル タ の 存 在 は 、 デ ィ ス プ レ イ 特 性 と は 無 関 係 で あ る
こ と は 明 ら か で あ る 。 た だ し 、 こ の 実 施 例 で は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ
に よ っ て 、 フ ィ ル タ 処 理 さ れ ず に 反 射 さ れ た 周 囲 光 の 一 部 を 、 そ の ま ま に す る よ う に 配 置
さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 す る サ ブ 画 素 は 、 反 射 モ ー ド に お い て 、
未 フ ィ ル タ 処 理 光 と 、 フ ィ ル タ 処 理 光 と を 有 す る 光 ス ペ ク ト ル を 表 示 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 、 一 例 と し て 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 例 と し て 添 付 し た 図 1に は 、 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 100の 断 面 が 示 さ れ て い る 。 広
く 知 ら れ て い る よ う に 、 半 透 明 型 デ ィ ス プ レ イ は 、 多 く の 異 な る 構 成 を 有 し 、 本 例 は 、 一
例 と し て 示 さ れ て い る に 過 ぎ な い 。 デ ィ ス プ レ イ 100は 、 前 方 基 板 111お よ び 後 方 基 板 110
を 有 す る 。 前 方 基 板 111の 上 部 に は 、 電 極 101が ス ト リ ッ プ パ タ ー ン 状 に 形 成 さ れ て お り 、
こ の 電 極 は 、 サ ブ 画 素 の 行 （ ま た は 列 ） を 定 形 す る 。 通 常 電 極 は 、 ITO（ イ ン ジ ウ ム ス ズ
酸 化 物 ） で 構 成 さ れ 、 密 着 絶 縁 層 と し て 機 能 す る ト ッ プ コ ー ト 102で 被 覆 さ れ る 。 ト ッ ポ
コ ー ト 102上 に は 、 研 磨 層 103が 配 置 さ れ る 。 研 磨 層 103は 、 例 え ば 研 磨 さ れ た ポ リ イ ミ ド
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で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 後 方 基 板 110は 、 半 透 明 板 109を 担 持 し 、 こ の 半 透 明 板 は 、 通 常 の 場 合 、 後 方 基 板 110の
反 射 特 性 お よ び 透 過 特 性 を 決 め る 反 射 性 材 料 の パ タ ー ン 化 層 で あ る 。 半 透 明 板 109は 、 構
造 化 カ ラ ー フ ィ ル タ 108で 被 覆 さ れ 、 こ の フ ィ ル タ は 、 電 極 の パ タ ー ン に 対 応 し た サ ブ 画
素 パ タ ー ン を 有 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 108は 、 そ の 上 に 配 置 さ れ る 行 （ ま た は 列 ） 電 極 106
が 平 滑 表 面 と な る よ う に 、 半 透 明 オ ー バ ー コ ー ト で 被 覆 さ れ る 。 行 電 極 106は 、 研 磨 層 105
で 被 覆 さ れ 、 こ の 研 磨 層 105は 、 研 磨 層 103と と も に 、 液 晶 層 104が 充 填 さ れ る 空 洞 を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に デ ィ ス プ レ イ は 、 光 前 方 ス タ ッ ク 112と 、 光 後 方 ス タ ッ ク 113（ 偏 光 器 等 ） と 、 バ
ッ ク ラ イ ト 配 置 114と を 有 す る 。 バ ッ ク ラ イ ト 配 置 は 、 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 を 透 過 す る
光 を 放 射 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 願 の 以 下 の 記 載 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ お よ び 半 透 明 板 を 担 持 す る デ ィ ス プ レ イ の 部 分 に
着 目 し て 説 明 す る 。 通 常 、 こ の 部 分 が 本 発 明 の 特 徴 的 部 分 で あ る か ら で あ る 。 当 然 の こ と
な が ら 、 い か な る 従 来 の ま た は 将 来 の 方 法 に よ っ て 、 以 下 に 示 さ れ て い な い 部 品 が 設 計 さ
れ 、 製 作 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 図 2に は 、 本 発 明 に よ る 半 透 明 板 の ベ ー ス 部 を 形 成 す る ガ ラ ス プ レ ー ト 201の 上 面 図
お よ び 断 面 図 を 示 す 。 こ の た め 、 ガ ラ ス プ レ ー ト 201は 、 黒 色 の 光 吸 収 性 材 料 で 被 覆 さ れ
る 。 こ の 材 料 は 、 例 え ば 、 印 刷 技 術 を 用 い て 印 刷 さ れ て も 良 く 、 あ る い は ス ピ ン コ ー ト 法
お よ び 後 続 の マ ス ク 露 光 現 像 法 を 用 い て 形 成 さ れ て も 良 く 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 202と 、
被 覆 さ れ て い な い フ レ ー ム 204に よ っ て マ ト リ ク ス か ら 分 離 さ れ た ブ ラ ッ ク ア イ ラ ン ド 203
と か ら な る パ タ ー ン が 形 成 さ れ る 。 各 フ レ ー ム 204お よ び ア イ ラ ン ド 203は 、 相 互 に サ ブ 画
素 領 域 を 形 成 し 、 こ の 領 域 で は 、 未 被 覆 フ レ ー ム が 、 透 過 性 部 分 を 定 形 し 、 被 覆 さ れ た ア
イ ラ ン ド が 非 透 過 性 部 分 を 定 形 す る 。 そ の 後 、 ア イ ラ ン ド の 一 部 に 、 反 射 性 材 料 205の 層
が 配 置 さ れ る 。 従 っ て 、 反 射 性 材 料 は 、 非 透 過 性 部 分 に 反 射 性 表 面 を 形 成 す る 。 こ の 例 で
は 、 サ ブ 画 素 は 、 赤 （ R） 、 緑 （ G） お よ び 青 （ B） の サ ブ 画 素 で あ り 、 こ れ ら が 一 緒 に な
っ て 、 フ ル カ ラ ー 画 素 206が 形 成 さ れ る 。 実 際 の 色 は 、 こ の 図 に は 示 さ れ て い な い カ ラ ー
フ ィ ル タ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 青 の 画 素 の 非 透 過 性 部 分 は 、 反 射 性 材 料 で 完
全 に 被 覆 さ れ て お り 、 こ の 部 分 で 最 大 の 反 射 性 が 得 ら れ る 。 赤 の サ ブ 画 素 は 、 幾 分 反 射 性
が 抑 制 さ れ て お り 、 緑 の サ ブ 画 素 は 、 2つ の 分 離 領 域 に 分 割 さ れ た 反 射 性 表 面 を 有 し 、 こ
れ ら の 領 域 は 、 い ず れ も 非 透 過 性 部 分 の 約 半 分 が 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 3に は 、 透 過 モ ー ド に あ る 画 素 206を 示 す 。 こ の 場 合 、 バ ッ ク ラ イ ト が オ ン に さ れ 、 周
囲 光 は 、 デ ィ ス プ レ イ に 全 く 寄 与 し な い 。 従 っ て 画 素 は 、 こ の 図 で は 白 い 部 分 に 相 当 す る
透 過 性 部 分 204か ら の み 発 光 す る 。 こ れ に 対 し て 黒 い 図 分 は 、 い か な る 光 も 放 射 せ ず 、 そ
の た め 表 示 画 像 に は 寄 与 し な い 。 一 方 図 4に は 、 反 射 モ ー ド に あ る 画 素 を 示 す 。 こ の 場 合
、 バ ッ ク ラ イ ト は オ フ に さ れ る が 、 周 囲 光 が 十 分 に 強 く 、 可 視 画 像 が 形 成 さ れ る 。 す な わ
ち 周 囲 光 は 、 反 射 性 表 面 205に よ っ て の み 反 射 さ れ る た め 、 非 透 過 性 部 分 の 一 部 の み が 全
体 画 像 に 影 響 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 デ ィ ス プ レ イ を 一 定 の 距 離 か ら 眺 め た 場 合 、 知 覚 画 像 は 、 各 画 素 か ら 放 射 さ れ る 光 全 体
に よ っ て 形 成 さ れ 、 領 域 が サ ブ 画 素 に 分 割 さ れ て い る こ と 、 な ら び に 放 射 お よ び 非 放 射 部
分 に 分 割 さ れ て い る こ と は 、 感 知 で き な く な る 。 た だ し 、 い か な る 所 与 の 環 境 に お い て も
、 放 射 領 域 が 広 く な る と 、 よ り 多 く の 光 が 放 射 さ れ る た め 、 結 果 的 に 、 表 示 画 像 は よ り 明
る く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 5に は 、 図 2に 示 し た 「 ア イ ラ ン ド 型 」 と は 異 な る 半 透 明 板 の 構 成 を 示 す 。 図 5に 示 す
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半 透 明 板 で は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト 501は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 502（ 図 2参 照 ） と 、 透 過 ス リ
ッ ト 509に よ っ て 分 離 さ れ た 光 吸 収 性 ス リ ッ ト 503と を 形 成 す る 光 吸 収 性 材 料 で 被 覆 さ れ る
。 そ の 後 、 こ れ ら の 光 吸 収 性 ス リ ッ ト は 、 異 な る 幅 を 有 す る ス リ ッ ト 形 状 の 反 射 性 材 料 50
5で 被 覆 さ れ る 。 得 ら れ る 透 過 状 態 お よ び 反 射 状 態 の 外 観 は 、 そ れ ぞ れ 、 図 6お よ び 7に 示
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 8に は 、 半 透 明 板 上 に 、 非 透 過 性 部 分 の 非 反 射 性 領 域 を 配 置 す る 別 の 方 法 を 示 す 。 す
な わ ち 、 図 8に は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト 801上 に 直 接 配 置 さ れ た 反 射 性 材 料 802を 有 す る 、 半 透
明 板 800の 断 面 を 示 す 。 光 吸 収 性 材 料 803は 、 反 射 性 材 料 と ガ ラ ス プ レ ー ト の 間 で は な く 、
反 射 体 材 料 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 特 定 の 半 透 明 板 800は 、 ス ト リ ッ プ 状 半 透 明 板 構 造
を 有 し 、 い か な る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス も 担 持 し て い な い 。 た だ し 、 光 吸 収 性 材 料 は 、 反 射
体 表 面 と の 間 で 、 い か な る 空 間 関 係 で 配 置 さ れ て も 良 い こ と 、 お よ び 本 発 明 と の 組 み 合 わ
せ に お い て 、 い か な る 半 透 明 板 配 置 を 使 用 し て も 良 い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る
　 本 発 明 を 利 用 す る こ と の 一 般 的 な 利 点 は 、 透 過 特 性 用 の ホ ー ル を 製 作 す る た め に 、 反 射
体 が 予 め 処 理 さ れ て お り 、 追 加 の 処 理 ス テ ッ プ が 全 く 不 要 と な る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 述 の よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 い わ ゆ る ピ ン ホ ー ル 構 造 を 有 し て も 良 い 。 そ の よ う
な 半 透 明 板 900は 、 図 9に 示 さ れ て い る 。 こ の 図 に お い て 、 参 照 符 号 901は 、 ガ ラ ス プ レ ー
ト を 表 し 、 参 照 符 号 902は 、 光 吸 収 性 部 分 を 表 し 、 参 照 符 号 904は 、 半 透 明 板 の 反 射 性 部 分
を 表 す 。 参 照 符 号 903お よ び 905は 、 色 が 異 な る （ す な わ ち 、 異 な る サ ブ 画 素 に 対 応 す る ）
カ ラ ー フ ィ ル タ の 部 分 を 表 す 。 カ ラ ー フ ィ ル タ の 部 分 903は 、 ホ ー ル 906を 有 し 、 反 射 体 に
よ っ て 反 射 し た 光 は 、 フ ィ ル タ 処 理 さ れ な い ま ま 、 こ の ホ ー ル を 通 過 す る こ と が 可 能 で あ
り 、 反 射 光 の 色 は 、 非 飽 和 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 透 過 性 白 色 点 は 、 各 色 の 反 射 ／ 透 過 比 を 個 々 に 選 択 す る こ と に よ っ て 制 御 す る こ と が で
き る 。 当 然 の こ と な が ら 、 反 射 ／ 透 過 比 が 増 加 す る と 、 透 過 モ ー ド に お い て 、 特 定 の 色 の
輝 度 が 低 下 す る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う な 増 加 は 、 反 射 モ ー ド で の そ の 色 の 輝 度 を 高 め
る た め 、 反 射 性 白 色 点 に 対 し て 補 完 的 な 効 果 を 有 す る 。 ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用
し た 場 合 、 こ の 補 完 的 な 効 果 は 、 非 透 過 性 部 分 で の 反 射 性 領 域 の 適 当 な 選 定 に よ っ て 相 殺
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 あ る い は 、 図 10に 示 す よ う に 、 半 透 明 板 の 透 過 性 部 分 と 非 透 過 性 部 分 に お い て 、 カ ラ ー
フ ィ ル タ を 異 な る 厚 さ と し て も 良 い 。 図 10に 示 す 半 透 明 板 1000は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト 1001と
、 光 吸 収 性 材 料 1002、 1009と 、 反 射 体 表 面 1005、 1008と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 1004、 1006と を
有 す る 。 こ の 吸 収 性 材 料 は 、 半 透 明 板 の 非 透 過 性 部 分 全 体 を 被 覆 し 、 一 部 の み が 反 射 性 材
料 に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 1004、 1006は 、 吸 収 性 ／ 反 射 性 材 料 、 お よ び
ガ ラ ス プ レ ー ト 1001上 に 、 直 接 配 置 さ れ る 。 従 っ て カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 半 透 明 板 の 透 過 性
部 分 の 間 隙 を 塞 い で い る 。 そ の 結 果 、 反 射 性 部 分 よ り も 透 過 性 部 分 に お い て 、 フ ィ ル タ 効
果 が よ り 強 く な る 。 ま た 、 吸 収 性 材 料 1002は 、 2つ の サ ブ 画 素 で 厚 さ が 異 な っ て お り 、 左
側 の カ ラ ー フ ィ ル タ 1004は 、 右 側 の カ ラ ー フ ィ ル タ 1006よ り も 薄 く な っ て い る （ 右 の サ ブ
画 素 の 厚 さ 1007と 、 左 の サ ブ 画 素 の 厚 さ 1003の 比 較 ） 。 実 際 に は 、 フ ィ ル タ 効 果 は 、 透 過
性 部 分 と 非 透 過 性 部 分 の み な ら ず 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素 の 非 透 過 性 部 分 同 士 で も 異 な っ て
い る 。 従 っ て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 厚 さ （ 主 と し て 、 反 射 光 の 飽 和 レ ベ ル に 影 響 す る ） 、 さ ら
に は 反 射 性 材 料 の 面 積 （ 主 と し て 、 反 射 光 の 輝 度 に 影 響 す る ） を 調 整 す る こ と に よ り 、 反
射 色 の バ ラ ン ス 化 お よ び 最 適 化 が 可 能 と な る 。 ま た 当 然 の こ と な が ら 、 一 般 に 厚 い カ ラ ー
フ ィ ル タ で は 、 透 過 光 の 彩 度 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 パ タ ー ン 化 さ れ た 厚 さ （ す な わ ち 、 MT構 造 ） を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 同 等 の 反 射 性
彩 度 で は 、 ピ ン ホ ー ル 型 に 比 べ て 反 射 性 が 大 き く な る と い う 利 点 を 有 す る 。 こ の 大 き な 反
射 性 を 、 白 色 点 の 最 適 化 に 利 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 11に は 、 色 点 を 最 適 化 す る パ ラ メ ー タ の 想 定 さ れ る 別 の 組 み 合 わ せ を 示 す 。 前 述 の 場
合 と 同 様 に 、 図 11の 半 透 明 板 は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト 1101と 、 光 吸 収 性 材 料 1102と 、 反 射 性 材
料 1105と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 1103と を 有 す る 。 た だ し 、 こ の 例 で は 、 半 透 明 板 の 反 射 ／ 透 過
比 は 、 異 な る 色 の サ ブ 画 素 毎 に 別 個 に 選 定 さ れ る 。 従 っ て 、 左 の サ ブ 画 素 は 、 右 の 画 素 の
開 口 1006よ り も 径 の 大 き な 開 口 1004を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 述 の 方 策 は 、 い ず れ も 、 例 え ば 印 刷 技 術 を 用 い て 、 提 供 す る こ と が で き る 。 こ れ と は
別 に ま た は こ れ に 組 み 合 わ せ て 、 マ ス ク 処 理 ス テ ッ プ を 用 い て 、 別 の パ タ ー ン を 提 供 し て
も 良 い 。 次 に （ 例 え ば 、 ス ピ ン コ ー ト 法 ま た は ロ ー ラ ー コ ー テ ィ ン グ 法 に よ っ て ） 、 半 透
明 板 の 全 表 面 に わ た っ て 各 材 料 が 設 置 さ れ 、 そ の 後 被 除 去 領 域 が 、 マ ス ク を 通 る 電 磁 放 射
線 で 露 光 さ れ 、 さ ら に エ ッ チ ン グ さ れ る 。 特 に 、 吸 収 性 材 料 が 異 な る 厚 さ で あ る こ と が 好
ま し い 場 合 、 ハ ー フ ト ー ン マ ス ク が 使 用 さ れ る 。 そ の よ う な マ ス ク を 用 い た 場 合 、 異 な る
領 域 が 異 な る 量 の 放 射 線 で 露 光 さ れ る 。 そ の 後 の エ ッ チ ン グ 処 理 に お い て 、 受 け た 放 射 線
量 に 相 関 し て 、 表 面 が 除 去 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 表 面 が 異 な る 厚 さ の 領 域 を 有 す る よ う に
、 パ タ ー ン 化 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 し た 場 合 、 通 常 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド 間 の 彩 度 バ
ラ ン ス は 、 主 と し て ピ ン ホ ー ル 配 置 に よ っ て 決 ま る 。 ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ に は 、 こ
れ ら の フ ィ ル タ に よ っ て 、 反 射 性 を 低 下 さ せ ず に 、 よ り 多 目 的 な 各 色 点 の 調 整 が 可 能 に な
る と い う 利 点 が あ る 。 し か し な が ら 、 ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 通 常 の 場 合 、 ア デ ィ
テ ィ ブ 法 （ 印 刷 処 理 技 術 等 ） を 用 い て 製 作 す る こ と が 難 し い 。 実 際 に は 、 一 般 の ピ ン ホ ー
ル カ ラ ー フ ィ ル タ に は 、 ス ピ ン コ ー ト 法 ま た は ロ ー ラ ー コ ー テ ィ ン グ 法 お よ び 後 続 の マ ス
ク 処 理 ス テ ッ プ の よ う な 、 サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ パ タ ー ン 化 法 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 透 過 性 部 分 お よ び 非 透 過 性 部 分 の 厚 さ が 異 な る カ ラ ー フ ィ ル タ （ い わ ゆ る 多 重 厚 さ フ ィ
ル タ 、 MTフ ィ ル タ ） を 使 用 す る 場 合 、 透 過 光 と 反 射 光 の 間 の 彩 度 バ ラ ン ス は 、 主 と し て 、
カ ラ ー フ ィ ル タ の 厚 さ を 選 定 す る こ と に よ っ て 定 め ら れ る 。 MTフ ィ ル タ に は 、 こ れ ら の フ
ィ ル タ が 、 印 刷 技 術 等 の ア デ ィ テ ィ ブ 法 を 用 い て 容 易 に 提 供 さ れ る と い う 利 点 が あ る 。 印
刷 技 術 を 用 い る 場 合 、 必 要 な 色 素 の ほ ぼ 100％ が 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 作 に 用 い ら れ る 。
サ ブ ト ラ ク テ ィ ブ 法 を 使 用 し た 場 合 、 色 素 の か な り の 量 が 常 に 無 駄 に な る 。 例 え ば 、 ス ピ
ン コ ー ト 法 を 用 い た 場 合 、 約 95％ が 廃 棄 さ れ 、 ロ ー ラ ー コ ー テ ィ ン グ 法 を 使 用 し た 場 青 、
約 70％ が 廃 棄 さ れ る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 製 作 の 上 で 、 色 素 は 、 主 要 コ ス ト 要 因 で あ る 。 従 っ
て 、 MTフ ィ ル タ は 、 ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ に 比 べ て 実 質 的 に 安 価 と な る 。 実 際 に 、 本
発 明 を MTカ ラ ー フ ィ ル タ と 組 み 合 わ せ る こ と は 、 特 に 有 意 で あ る 。 こ の 組 み 合 わ せ に よ っ
て 、 対 コ ス ト 効 果 の あ る 構 成 が 提 供 さ れ る 。 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド の 色 点 お よ び 白 色 点
の 最 適 化 を 分 離 す る こ と が 可 能 に な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 非 透 過 性 部 分 が 完 全 に 反 射 性 で は な い ホ ー ル イ ン ミ ラ ー 型 半 透 明 板 の 使
用 に 基 づ く も の で あ る 。 反 射 性 部 分 と 非 反 射 性 部 分 の 間 の 比 は 、 反 射 光 の 白 色 点 お よ び 色
点 が 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら 透 過 さ れ た 光 の 白 色 点 お よ び 色 点 と バ ラ ン ス さ れ る よ う に 選 定 さ
れ る 。 実 際 に 、 本 発 明 は 、 反 射 白 色 点 を 調 節 す る 上 で 、 便 利 で 対 コ ス ト 効 果 の あ る 方 法 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し か し な が ら 、 色 点 を 最 適 化 す る 際 の 複 雑 な 因 子 は 、 画 素 の コ ン ト ラ ス ト に は 限 界 が あ
る こ と で あ る 。 換 言 す れ ば 、 画 素 が オ フ 状 態 で あ っ て も 、 サ ブ 画 素 は 、 あ る 量 の 光 を 透 過
／ 反 射 す る 。 そ の 結 果 、 こ の 光 は 、 表 示 画 像 内 に 常 に 存 在 す る こ と に な り 、 こ れ に よ り 他
の サ ブ 画 素 の 色 点 が 妨 害 さ れ 、 こ れ が 非 飽 和 に な っ て し ま う 。 結 果 的 に 、 特 定 の 色 の サ ブ
画 素 の 反 射 性 表 面 の 寸 法 の 変 化 が 、 事 実 上 彩 度 に 影 響 を 及 ぼ す と と も に 、 さ ら に は 反 射 光
の 色 点 に も 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る 。 反 射 性 表 面 は 、 オ フ 状 態 に あ る 画 素 が 反 射 す る 光 の
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量 を も 決 め る た め で あ る 。 例 え ば 、 RGBデ ィ ス プ レ イ で は 、 赤 色 の 光 が 好 ま し い 場 合 、 青
色 と 緑 色 の サ ブ 画 素 が オ フ に さ れ る 。 し か し な が ら 、 コ ン ト ラ ス ト が 有 限 の た め 、 青 と 緑
の サ ブ 画 素 に よ っ て 、 一 部 の 光 が 追 加 さ れ 、 こ れ に よ り 赤 の 光 が 非 飽 和 に さ れ る 。 た だ し
当 然 の こ と な が ら 、 青 お よ び ／ ま た は 緑 の サ ブ 画 素 の 反 射 性 表 面 が 減 少 し た 場 合 、 そ の 段
階 に 応 じ て 、 非 飽 和 の 影 響 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 を 構 成 す る 一 つ の 方 法 は 、 半 透 明 板 に 、 反 射 性 お よ び 透 過 性 部 分 を 配 置 す る こ と
の み な ら ず 、 光 吸 収 性 部 分 を 配 置 す る こ と で あ る 。 こ れ に よ り 、 透 過 お よ び 反 射 モ ー ド に
お い て 、 輝 度 を 個 別 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。 基 本 的 に 本 発 明 は 、 既 に パ タ ー ン 化 さ
れ た 反 射 性 材 料 の パ タ ー ン を 単 に 変 更 す る こ と に よ っ て 、 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 要 約 す る と 、 本 発 明 は 、 透 過 モ ー ド お よ び 反 射 モ ー ド に お け る 色 点 と 白 色 点 の バ ラ ン ス
を 改 良 し 、 最 適 化 す る こ と の 可 能 な 半 透 明 型 カ ラ ー 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 関 す る 。 本 発 明 は
、 選 定 色 の サ ブ 画 素 の 光 吸 収 度 を 意 図 的 に 増 大 さ せ る こ と に 基 づ く も の で あ る 。 光 吸 収 度
は 、 サ ブ 画 素 レ ベ ル の 光 吸 収 部 分 803の 介 在 に よ っ て 、 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に
こ の 介 在 に よ っ て 、 サ ブ 画 素 の 全 体 的 な 反 射 性 お よ び ／ ま た は 透 過 性 が 低 下 す る 。 本 発 明
の よ う に 光 吸 収 度 を 選 定 す る こ と と 、 異 な る 厚 さ を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ お よ び ／ ま た は
ピ ン ホ ー ル カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 す る こ と と を 組 み 合 わ せ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 半 透 明 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 異 な る 製 造 段 階 で の 、 本 発 明 に よ る 「 ア イ ラ ン ド 型 」 半 透 明 板 の 上 面 図 お よ び 断
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 透 過 モ ー ド に あ る 図 2の 半 透 明 板 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 反 射 モ ー ド に あ る 図 2の 半 透 明 板 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 異 な る 製 造 段 階 で の 、 本 発 明 に よ る 「 ス リ ッ ト 型 」 半 透 明 板 の 上 面 図 お よ び 断 面
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 透 過 モ ー ド に あ る 図 5の 半 透 明 板 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 反 射 モ ー ド に あ る 図 5の 半 透 明 板 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 別 の 半 透 明 板 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ピ ン ホ ー ル 型 カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い た と き の 、 本 発 明 に よ る 半 透 明 板 お よ び カ ラ
ー フ ィ ル タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 透 過 性 部 分 と 反 射 性 部 分 に お い て 、 お よ び 異 な る 色 の 反 射 性 部 分 に お い て 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ が 異 な る 厚 さ を 有 す る と き の 、 本 発 明 に よ る 半 透 明 板 お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 異 な る 色 の サ ブ 画 素 間 で 、 反 射 ／ 透 過 比 が 異 な る と き の 、 本 発 明 に よ る 半 透 明
板 お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(11) JP 2007-525709 A 2007.9.6



【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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